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4.各部品ノ標準化
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’(蕊繍駕篭鶏瑚■
新造鐵道連絡船眉山丸は運楡省鐵道總局と株式會吐・‘甲板溌

揺磨造船所との間三昭和21年10月22日三隻の造㈱・揚錨嬢‐､汽動,臺

船契約が成立した第二船で,鐵道總局船舶課の基本計、車地(前部），揚錨機に接績す・
聲指示のもとに播磨造船所で設計建遙せる本土と四國〃“(後部)‘1汽動,臺‘

とをつなぐ客船であり,かつ車輌輸邊の連絡船である。‐操舵機(前部）、，〃

宇野および高松雨港の特殊岸壁可動橋が完成すれ〃（後部）‐〃

ば,貨物も貨車錨の必吏もなく，かう痘臺車力灌備
．－般～配置

畠鑛臘二鬘競笠懸察鱈駕｣榊鋼製双晴箪汽鵬で,“甲板‘二暦の遊歩弔
雨港の可動橋が完成する見込であるから，來春からほ板,‘全通上甲板（車輌甲板）および前後部第二甲碑二

現在よりなお一層轍暹力を増し,侭りな交通文化が見，より構成され-こい説中央部に機關室を有し,罐室は
られると思われるO.jk~中心に石炭庫をはさんで雨舷側に各二罐ずつを配置ぎ．
本船は昭和21年10月24白起工,同22年9月‘し》二本の橋と左右雨舷Iこ各一本ずつの煙筒力建てら
16日進水，同22年12月2日麓工引渡のを了した‘れ，車輌積卸しのため甲板シヤーを有をず,前端にて：

わずかに反りを持たせて外観を保たせ,船首は輕く傾
凸

のである。・

本船の主要項目は次のとうりである。 斜し，船尾は巡洋艦型である。

長さ睡鍔間）〃72;00米第三甲板の前部には機關部員室･事務員室および甲
幅(型）、e:､.$-13.20" 板部普通船員室を配し,後部には三等客維居室を設け哩

深(型）・~"･',･L5.00〃てあき｡上に跡反は主として車輌積載所に當てられ,車．。『．‐

守‘’
満載吃永(平均），…事‘、 3.50〃輌甲板と溝せられる前端部には前部操舵機室，高級船～

總噸數.'要儒､『､1,456.22噸･員便所および浴室,普通船員便灰および浴室病室な
純噸數ノ‘噂・’ ㈹．563:27〃らびに厨鐡酒Eせられ,‘後部は手小荷物手押車の格納

､賦零時最大馬力2,176軸馬力所に當てられぞrる，.下層遊歩甲板には三等客席,二一
同回韓數254回鱒等客および三等客の便所,洗面所が設けられ,上層遊、
試運輔速力：,"5節歩甲板には前部こ二等客席,後部'こは三等客席力郵置

576.40聴・,ぜられている｡端艇甲板の前部には前部航繊苫橋,甲重量睡數も

板部高級船員室と特別室が,後部には後部航海船瀞主要搭載物

7ム型15唾貨車／・‘、、14輌．設けてある。
噸一叉ﾊ廷壁車前後部航海船橋

族客韻'’等〆 20人

前部航海船橋は普通船と同様に航海の用こあて,後

、3零≦，蹴諏柵職籍壁後鐘入罐嶬の續揮司令所に瞳
2等

用せられ，前陪I操舵機の操細装置力捕えてある。なお合計1,500人

'乘組員數甲板部23人銅積卸しに際しては,船鐙の傾斜調節所として使用
せられるので，普通航海器具の外にヒーリングタンク

23人用ポンプ調節装置,同信號装置‘ﾆﾆーﾏｹーﾀー父機關部

事務部，14人

･無線局長、’人．シクケー･ジ大型傾斜計等が完備せられている。
、合計6，人，〃v軌條その他
主機關二段減速インパルスターピン ．2基

車輌用軌條は運職省令關係規程に準じ，車輌甲板上．』（製作所石川島造船所）・
に車輌二列に各二條ずつを布施せられ,建造物および最大出力・1,086軸馬力‘‘

同上回韓數、255繊装品の鐡道渡船甲板上縮少建築規定に擦り装備せ§．
主罐､径3.350米¥長2.200米4罐れている｡軌條は30妊のものが用いられ,軌條下の
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鮪
も鋼甲板は¥らに保たれ，

・ノ下部の構造には特に補狸

′が加えられている。軌條

後端には可動橋陸上軌條

との連絡上特殊の巧みな

溌置が施されている｡'各

尊鍾の船首端には機關車

、6用自働連結器を取りつけ

られた鋼製の堅牢な車止

めの設けが封り,ま鋤
!、道の両側にぱ車輌繋留用

リソグプレートが肋骨ご

とに取りつけてある。な
●．

‐お船屠部の手押車搭載箇

所附近では甲板が軌條上

面と平坦になるように一

聾に木甲板が敷き詰めて
ある。

Q

傾斜調節装置

本船の船首および船尾

の雨水艫はト.リーミング

ーミタンクとして使用せら

れ,船首尾雨水瞼の海水

を相互に移動可能なる配

管装置である。また磯關

室の雨舷側に約β5唾の
、

ヒーリンゼタンクが設け

られ，機關室内に備えて

ある能方毎時1ipoo唾の
魑力なるポンプにより注

、排水される。かつ左舷側

I ｜
４

I
｡

イ

●

、

I幽遡工 I
L

‘

h

I

℃

機 械菫
眉山丸機關配置団（曜室）

0

タンクより右舷側タンクに，またその逆に海水移動の
可能なるように配管装置が施してある。その操縦は後
部航海船橋上で出來うる装置である。
、載貨状態において車輌⑳積卸しに際しては車輌甲板
を常にほぼ水平に保つ必要があるので，雨舷のヒーリ
ングタンク内の海水を移動せしめて左右傾斜の起らぬ
ように調節が出來うる装置が施されている。
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甲板層數

構造

全長’

垂線間の長さ

幅
p・

深 ，

速力、
yハ

計蜜吃水

同上に對する排水量

同上に對する中央切断面積

方形肥涛係數

柱形肥清係數

中央横敵面係數

総噸数
一ノ

ッ

l
P

i

|も ・の

舵、

本船には前部および後部の二ケ所に舵が装備されて
ある。後部のものは普通船と同操に普通航海{こ使用せ
．られ，前部のものは車輌稜卸しのため特殊岸壁可動橋
へむけ後進入港時に使用せられるものである｡、
、
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眉山丸機關配置園（機械室）
、

純噸數．、585.22噸前進回韓數最大(毎分）7328

上甲板下容積2781.916米3，後進回韓數（〃）5805

蒸氣墜力（磁極2）15(蒸汽室）、
、

機關要目表蒸汽温度（攝氏度）、，270（〃）〃

排汽室眞室（粍）722(復水器上部）重 機、。

蒸汽入口径(")10085

撫褒着塞墓患"調…”“錘“型式域進装置歯車摘要
数0．、、2基，第二段簿一段
製整所石川島重工業株式衝杜’一一一一一一一

、子歯車親歯車子歯車親歯車

前進軸馬力総時900’歯數3114733200
最大．〃1080,

，節圓經(粍）136.05645.15203.221231.50
6後進軸馬力‘一540

回韓數(前進計封
前進回鍵數常吟,毎分）．6897〃（毎分）689714551455240

〃
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中1心距離(粍）390.60717.36“

モヂュール4．0､6．0．
〆

歯幅粍）180380

減速比4.7426.061

歯車周速度(米/秒)，49．1、15．5

型式およびシングルヘリカルシソグリヘリカリ
ハスパ角，24.-17'-52〃ユ3.-0′‘9

軸 系・・

・推力軸中間軸推進軸

數､3(片舷）1(片舷）
ラ

直密長一磯離礁'82‘×9471.'
軸受直径×長－170ゆ×2104個

推力鍔直径･'長360×506
主復氷器．、

●

、型式および数．、複流下垂型表面式2基

Ii、細管復水用(数)"726J
〃室氣冷却用(")‘、79”

〃總數.805

。〃材料アルミブラズ．

、〃外径×厚く粍）19‘×ﾕ.2

管板間の距離(〃）.2300

．総冷却面積(米ﾐ)､110

排汽入口大さ(粍）500×1200

復氷および室氣出口径(〃）（復水)100（抽氣)40
，海水出入にg里(〃）ル：・280

′製造所株式會杜播磨劃間所

推進器‘
，い

－鐙式2個型式および數．、11

，．翼の材質および数MnBC524枚一一
・直径(粍)、 2400

螺距(〃）′1920
ノ螺距比， 0.800

展開面積(米2） 1.832

、、，投影面積(〃） 1．578

回轌方向船尾より見て右舷用右廻り左舷用左廻り
製造所

株式會斌播磨造船所
・汽罐←｡ ● ●

型式 乾燃室筒型罐《職罐）
數

4基
直径(内側)(粍）

､3350

長(鏡板間)(′）．
2200

制限汽墜(旺糎g)
16

水匪試験力(〃）‘、27，5．
火嘘の数、2
火嘘の内径(粍）

1000

燃焼室容穣(米3） 9．0

受熱面積火瞳(米2）、805

〃焔管(〃）73.27

〃後部鏡板(">←2．57、

〃水管(〃）12.86・・
〃一罐合計(〃）96.75

過熱器受熱面積(〃）、．13.7．

室氣豫熱器受熱面積(〃)一．"、56．6‐

燃料の別一’石炭
火床面積(米2）・3．22

受熱面積/火床面積、30
過熱蒸汽温度(定格)(度)、J.290，
罐水重量(標準水面にて)(").･"11.1.'

製鐙所一株式會幣播噌造船所。、
伊

諸タンク

名穆一數容量摘要

給水漉器1且4米3

潤滑油澄ダンク，1〃．B
〃貯藏タソク2’､5〃､’

〃，軸fソク、10.L,"!-
〃＃重力タンク12.0〃‐塩出管を考え1.6米3
．〃加熱タンク10．2〃

機械油タンク′30.1〃

輕油タンク・20.05〃
4 、

温水タソク．‘10.05〃・

潤鋤溜与ﾝ′2：2お5唾二重底瀧由欝重”・
清水タソーク・118.479〃二重底

給水タンク、i'8.578"=重底一、j－．
船首瞼112.460〃拙燈
船尾脚荷水槽137.186〃船禮’

難罎‘，『鼠2"'艫壁 ロ

174.332〃船禮息一．

軸馬力計算式．｜‘

SIF=K刀八

組し4＝摸計の識み、‐

･K=摸計恒數=0.0583(右勘

＝0.0580（左舷）

‐ルー主軸毎分回韓數
SlP=軸馬力

公溺馬力
"J,"f

W=

A×('+会）
〕

但しw〒公穂馬力、
,'P=汽罐制限塵力=16H/"

･A=定數=0.2044(狸歴通風なる場合》，

B=定数=197(狸醒通風なる場合）、
今

、

』

●

ロ
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補助復氷器

油冷却器

給水加熱器 #|i;|:
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別
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捕機（甲板） ←

公

名”|_型封|難|暴患’
非氣出
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~~涯一ｱ勇浮|電

鋤|鑓"錨1，"鯛治
キヤプス,タス50播磨
より襟臓梁舵

40同上

"|譲繍爆舵付|厨上川鍋lil;
揚錨機|箪忌穿飼青

〃

後部操舵磯ウォームスパー式
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鐵筋コンクリート船の重要性 今井信男
I

｜

’。 の利害得失について，述ぺて見たいと思う。

§1緒言一・ ．.．、4

・ノ

･11我國における鐵筋コンク‘J

凡そ一國文化の高低はその國の輪途力の弧？、
リー.卜船の由来，

弱によつ七判断することができる。もし，我國

が現在各方面で弧調されているように，世界の 造船協含編日本近世造船史によれば，我國巧

文化國家とし七發足せんとするならば;何をお初めて建造されたニンクリート船は,明治4’
いても，先ず輸送力を増強しなければならな’年ｼj､林博士によって設計されたもので長さ'50
い。この立場より今の我國の輸送面を見る､と貴沢，幅16沢，深5沢，吃水3沢6吋の凌喋

は，笈に寒心に堪えぬものがある。、、 士運搬船であった。その後他の設計者により計．

回顧すれば,戦前世界の海に雄飛した600萬壷されたポンツシ及び石炭積艀船等の建塗を見
總噸の商船晩今はその影を潜めて,噸數は縁・たるも,船の長さは'00沢以下で推進機關も装
,/5程度に激減し,海上輸逢力は資に惨めな状態傭せすいたって貧弱@ものであった｡たまたま､
である。しからぽ,陸上輸送はどうである･かと今次大戦中鋼船の補充が困難となづてきたの
い乏ぱ,これ壷,非常な微弱さ毎る｡戦時で,應急船舶の必要を感じ海軍において2隻，
中酷使に酷使を重ねて,大切な整備を不問に附海運總局においr亡'華の貨物船をそれぞれ建造
していた結果貨車，客車の研損及び,ノールの磨した｡海軍で設計した2隻の船鐙は兵庫縣曾根
耗は甚だし〈，その恢復も紗として進まね状‘町在の武智造船所で建造され，艤装は三井迭船

・玉野造船所で施工された。その要目は次の通り態である。加うるに陸上輸送力の活動が不活溌
である○‘

なため,生活必需物賓の輪塞にすら事'を鉄き，
第-Qj第二,武智要目表

燃料及び食糧は,一地方に偏在して，國民は日

舞不安な生活を職蔵《薑れている6一方砿：臺頚唱主雲寸法等臆考!".0m第一船←

の採掘量は,終戦後とみに，減産の一途を‘たどむ幅10．0起工昭和18－9
り，あらゆる産業を疲弊せしめて，再建日本の深､6.0m竣工〃19-6
前途に暗い陰を落している。政府もこの危機を 吃水滿載状態）5．0第二船

なんとかして挽回ぜんものと;必死嘩力を梯 滿載排水量.2,200t起工昭和19-5

總噸數っているようであるが，何分§にも産業界は賓材800t竣工〃120-4

難，査金難に悩まされて，この危機を乘り切る．：載荷重量980t

通切癒る施策をなしえない状態である｡かくて載荷容稜1,450m3
は文化國家の建設はおろか，自滅の運命をたど馬、力750

’速力9j5kts
るより外に漣はあるまいと思われる○′

′“溌關の種類ディーゼル
現下我國の状態では,すぺて恥業に院路が

本船は就航期間が短かかったので，實籟にっあり〃突破作業はなかなか容易ではないが,何
とかして輸送面だけでも，その一角を打開していて公表されたものはないが，聞'く虚によれば，

水密性,船燈強度,船鰕振動及び耐波牲も頗る
國民生活の安定を期したいものである。

．そこで,われわれは，その對蓋として,建遣滿足すべきものであったということである｡航
期間の早L､安債な鐵筋コンクリート船､建造と海中爆撃に遭い近至弾を受けたこともあったそ
敢えて提唱するものである。と同時に，船主及うであるが，船禮には何等異状がなかったとの
び造船技術者諸氏がコンクリート船の傾値につことであるO;r.'.、
いて認識と關心を深めてもらいたいのである。 次に海運總局で計霊さ舵たものは，日本土木

以下節を分ちて鐡筋コンクリート船と鋼船と、造船株式會赴が建造命令を豪け同祗で詳細設計
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難琴菫麓懲嘱雪蜜篁欝鷺し姜空嘉第難警鱸鰹鯉
計さ紅たが,後iと貨物船に改造された｡船名はンクリート船､水密性に對し誠に貴重なる記録
第一國策丸と命名された。その要目倦次、通りを残したものといえる。ところが，目的地入港
である。、 碇泊後，翌朝にいたり台風餘波のウザリと風の
1･

第一國策丸要目表ために再び錨鎖切断の災にあい虚置溢誤り輔屋
項目主要寸法等備考一

ﾉ海岸に坐礁した｡現在放棄されたままになって

長､-36.9m起工昭和2G-･2-24ﾉ，いるが，船鰐各部の状況については，關係者に
e幅．7．6進水"ー20－9二23より充分なる注意が梯われている。以上の記述
深3．85′-竣工〃21－7一”によって，鐵筋コンクリ〒ト船の迩菱は荒天航吃水(滿載状態）3．29心

海にも充分耐えうることが明瞭になったわけで満載排水量675t
ある。

總噸鐘265t次に藷外國の例について少し〈述べ‘てみよ載．荷重量、215t
海

載 荷容積，、 夢。第一次世界大戦末期即ち1918一1913年の
馬力′250、、『頃聯合國は船腹の不足を補うため，競ってヂン〆

速力.8.0kts、クリ弓ト船の建造に着手した。その隻數は貨物&
機關の種類ディーゼル船約100隻内外；重量噸にして約15､萬噸餘り
本船､特徴とする虚は'船謄構成用=§/”':で,なおこの外にも多数o難役船が建造さ”た。
一トに專賓特許タケイ液を稜用していることで／今次大戦に當って，米國で相営高性能の貨物船
ある。コンクリートは本液の混入により水成岩’が建造されたと聞Iいている。これらの事實に徴、
牝して，結晶を堅牢織密にし,普通ｺﾝ.クリー、；しても,應急船舶としての,弓ン‘クリート船◎

．‘．‘･心・

トに比し水密性及び海水耐蝕性が頗る高くな債値は,充分に認めることができると思う。現
る。船のように,水密性と耐蝕性がなによりも在のわが國欣ではコンクリート船に多少不利籏

○

大切なものにとつえは,本液@使用は誠に意義一難があっても,それ胤蘂二義的のものであって
深いものがある。尚本液の特性としては以上の輸送力を確保することができれば，その不利は
外にコン如一ﾄに適齢靱性を與え，また温充分補われるものと考えられる。かかる見地か

‐‐

度菱化に對する順應性があること等があげられ・ら，筆者はゴンクリート船に對し，海重業音が
る。正しい鏑ともたれんことを希望ずるの餘り，
さて，第一國策丸は進水後（當時船鯖に80／造船技術者の立場がら，鋼船との利害得失にっ
噸の読荷あり）三津ケ演沖に繋留中,台風の來いて再稔討ずることは，この際無駄ではないと襲を受け,乘組員D不注詠より右舷錨を失い思う。“
海津寺海岸に坐洲した。船鐙は右舷へ約30傾で”

斜した。海底が砂地であったため，潮の干滿と・川鋼船と鐵筋コンクリート船との比較
波浪のため砂が移動して,船燈は域時はホッグ≦'・重量ら問題
と茂り,‘また或時はサヅグとなり相當激しい操鐵筋コンクf-卜は，もともと，陸上建築物
返し應力を受け噂が，船艘各部様成材にはなん・に使用されるものであるから,これを船舶に利

,～q

ら致命的な損傷は生じなかった｡この事資はゴ、用した場命或程度の重量増加は,やむをえな
ンクリート船D賞物資験として注目に値するもいことである。幼重量増加はコンクリート船
のであるb、の〒大訣黙であるから，設計に當っては，コン
その後本船は耐航性その他を試験するため,ｸﾘ鼻ﾄの配合の選揮そ恥について細心の注
熱海へ向け虎女航海の途に上り，途中風速20m意を梯い,できるだけ重量の輕減に勉めなくて
波高4mの風波と戦いつつ無事目的地に到着しはならない。第一表は鋼船との比較を示したも
た･本船はこの航海において，理想的の耐波試のでABCD各船は載荷重量を等しくした場5

。

、

ザ〆

’

蛇。

、

b

t

192
｜

｜’
、

〆

』
C~、

J



兜

'

、
ト

●

●

9
1

第 1表要目比較表0

4

●

、

ダ

、

α
身
ｑ

宅少①

P

～

合 である。ンクリ吉ト船は同じD.W.を有する鋼船より

本表におけるABCD四船の比較を見るにもLoadDraftが深いためである。E船は前
コンクリ‘‐ﾄ船は船殻重量は鋼船の2.0-2.4倍褐の第一第二武智である｡本船の所要鋼材量及
に及んでいるが，排水量の増加ば30％～44％，ぴ船殻重量は他船に比しやや参､､ようである
である。排水量の増加は抵抗の増大を意味し，が，乙鯉は我國初めての試作船であり計聲者が
一定速力を得るのに大なる機關馬力を要すると船禮狸度その他について大事をとったためと思
ととなる｡叉課溌その他が大となり運航喪が鋼わ雛る。F船は第一國策丸である。本船も試作一
船よ典大となる不利がある。しか1-建造費は船であって，雄初ガソリンタンカーとして建造
銅船の70％～75％位ですむといわｵしているかに着手し，後に貨物船に改篭された。本船は誠、
ら，この方で多少の償いはつく筈である。所要一一験船で油槽船なりしため數個の隔壁を有してい
鋼材量は鋼船JD26%~43%程度であるから，ることと，材料入手難のため16IAm丸鋼で間
目下のように鋼材不足に悩んでいる時代には,、に合うところを19mm丸鋼を使用し且つ飢尺
最も適した船種であるといえる。載荷容積は鋼・ものが多かったため，接手の數がふえた等の原
船よりも39％方増加しているから'･石炭とか÷因で,所要鋼材量の増加をきたしている｡かよ
木炭のように比重の輕いものを運搬するに適しうな無理な黙を除けば鋼材重量は約，0噸内外
ていることが分る。この問題について次の事責は節約できるものど考えられる。
を引例する｡､C船は1919年英國のBarrow- （2）水密、問題

in-Furnessに診る鐡筋コンクリート造船所で船舶にとって水密性の良否は根本問題であ

建造さ恥たもので船名はArmistceといい完る。船は陸上建築物と異って波浪にもま鯉高度
成後Irelandへ航行しLondon､900噸の穀の應力を受けるから，コンクウートに錘裂を生
/類を強んで歸港した。もしこ抑洞じD.W."じ漏水を起しはしないかと､錫ことと，今一つ
をもつ鋼鋸であったな奴ぱ,700噸位しか積めはコンクリートに海水が浸入したとき鐵筋を腐
なかつたと船長が報告している。この理由はゴ蝕せしめ船篭銀度を低下し荒天の際大破損を生
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ぜしめはしないかと

いう，懸念が一般に

もたれて.いるようで

ある。この懸念は生

命を船に托する船員

･諸氏としては一應尤

もである。貧際問題

として,､銅船ほど完一

全に水密が保たれな

いと考えられるのも

事實である。ただ問

題は使用に堪えるか

否やである。鐵筋コ

ンクリートの水密性
、

に開しては，日本で

は末震博士，外國で

はFougner等が量

験して，資用上差支

：‘なしといっている。

我が海軍でもコンク

リート船の計壷に當
り愼重なる責験をし

て，次のような成果

をあげﾁいる。
第1園は普通コン

クリートとタケイ式

,コンクリ÷トどの水
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密性の比較試験の結第1圖鐵筋コソクリート水密性試験‘

果である。高さ1m,幅440mmのコンクリー性に富んでいると一般に認められている｡修繕
卜の箱を造り，その上部より水頭及び手押ボン…等､ため鐵筋コンクj－ト建築物を剥して見七
プにより水唾を‘かけて,箱､四局における漏水も，セメント糊力職筋の表面に皮膜を生じてい
状態を入念に調査した｡その結果は實験成績表・て,鐡筋は何等腐蝕していたい事寅からも分る。
に示してあるように，普通コンクリートは0．2‘であるから，船繼も恐らく鋼船よりも耐久性が
kg/cm2(D水唾ですでに彦みだす傾向を有し，高いと考えらｵLる。ただ訣黙として考えられる
水唾の増加とともに漸次漏水の量を増し，水堕ことは;岸壁等へ横付けするときの衝撃や磨耗
－3．0kg/Cm2で植裂噴出を生じている。これに反に對して弱いことである。これを防ぐためには
し，タケイ液混入のものは,3.5kg'cm2まで異吃水線附近に木材の防舷材を船の全長に亘って
壯なく水唾が4kg'cm2になって初めて鐙裂喧装備すればよい。
出をおこしてA､る。この成緬から見るとタケイ、（4）振動の問題

液を使用す蛾コンクリート船の水密性は心配主機及び補鐵類から生ずる,船燈の振動によ
する必要がないと『､えるO-.'って，コンクリートに鎚裂を起しはしないかと
（3）耐久性の問題いう意見をよく聞くﾙのであるが，陸上に据付け
注意深く施工された鐵筋ｺﾝｸﾘーﾄは耐久ら”た諸機械堪職見ても分るように殆んど
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な進水計第2圃鐵筋コソクリート版篭曲試験：
算を行う必要があるo一悉よいのは乾ドッ‘クで・力測雑では困るから，鐵筋コンクリート・の知識

炉・

建造する方法であるが，これはどこでも，利用を充分に'ちゃった監督者に現場作業員をしっかり
』豆

盤と自然湧水が少なければ素掘ドックで建造す 鐵壷コンクリートは出来上ってし壷えば,作

るのが安至で經濟的である。欧米では普通方法業上の良否はあとからたやすく判別しにくい紐
で進水せしめた船が多數あるから勿論不可能で黙がある。完成後の良否は作業上の監督指導の
はないが，船砿完成後コンクリート養生のためいかんによって，きまるといっても過言ではな
箆魍間船臺上におか鱈ぱならぬので横卸し方法い○
で早く卸したものもある。養生期間を利用して（7）型枠の問題

鋤筋コンクリート船の建迭には，多趣の型枠船内外の雑装工事をやるようにすれば,､或る程
度の補いはつくと思う。、用木材を必要とする妖黙がある。慨格に見稜っ
(6)施工と桧査の問琿昨ても，船艘恢格の15％位はかかるものと思わ
鐡壷ｺﾝｸﾘーﾄ構造の施工は兎角粗雑に流れる｡しかし第2船第3船と績行船があれば
ｵL易く，設計園や仕鎌書がいくら立派でも工事第1船のものが流用できるから費用もさほどか
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ても，コュンクリー1,船の主要材料は丸鋼,木材，う。勿論コンクリート船にも§前述したユーうに
烈・

ﾄ‘

|iセメント等であるから運搬も樂にできる狸みが運航菱その他において鋼船より不利な黙はある

1．|・！ある｡が，阜下我國の輪逢状態から考えるとこれらのロ

（2）スクラップの問題ととは，第二義的のものであって，まず輪逢を
鋼船の場合には，使用鋼材の約10％位のスイ確保することが目下の急務であると考える。結
クラップが出るのが普通であるが，コンクリー．言として論旨を要約すれば，
ト船の場合は，恐らく，その半分以下ですむこ△鐵筋コンクリートの不利な黙
とと思うoとの黙も賓材難の叫ばれている現状（1）重量の重くなるとと

→では甚だ有利である。（2）衝撃及び磨耗に對して弱いこと。
（3）工場設備の問題、！(3)水密性が懸念されることo(タケイ液使用
コンクリート船は鋼船建造｡場合のように，「にiり解決される)。．，-ノ

！多種多様の工作機械や湿力なクレーン等を必要（4）進水に際して特別の考慮が必要なること
’としない。使用材料の倉庫,鐵筋の加工場及(5)施工が粗雑に流れ易いこと’｜

，び簡単な運搬設備等があれば間に合う。したが、（6）型枠に多量の木材を必要とすること
って,動力費源の節約となり二重の利得がある。(7)検査が困難である島と

｜‐叉設備が簡単であるから，鋼船建造の邪廊にな一有利な黙′
,，，らずに建造できるという大きな利黙もある。(1)所要鋼材量が少<，運搬1こ便であること

(2)ス久ラップが少〈材料の無駄が少､いこと（4）熟練工の問題

コンクリート船は,建造方法や材料加工が鋼，，(3)工場設備が簡易で加工及び運搬に要する
船ほど複雑でないから,熱練工を必要としない。動力賓源の節約が出來るこ．と

G

甦一

､I
一
⑥

Q|

また職種も少くてすむ。ただ現場監督として少

數の優秀な監督者を必要とする。
（5）建造日数の問題

建造日数中の主な部分は，鐡筋配置及び型枠
の据付けに要する時日と進水までの養生期間と
である。､コンクリー･トの充填作業は簡軍なもの・
であるから，たいした時日は要しない。第一表j
によれば4:6．の比となっている。

（6）セメントと鋼材の生産比の問題
ノ
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(4)熟練工を必要としないこと
(5)建造日薮の短いこと
鱗(6)燃料功睡に對するセメントの生産高は鋼
材の6倍であること

●

附録

鐵筋コンクリさﾄ版の轡曲賞験
第2圖は奮呉海軍工廠造船資験部で行った，
（201頁へ綾く）
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僥角僥度法による船の横鎚力計算〔'〕渡邊正紀

ィ壼言ゞ この意味I亡蓋いて澆電法による横錘力計算法0.,

を研究するにはこの雨者の場合について考察し．．芦一

般の横狸力を計算するにこれをラ〒メン構造て諾〈必要がある。『
や、

として取扱うことは古くより行われて來た。然轌曲部材を構造力學的に取扱うにはこ奴を多

るに横握力は計算の面倒なるに較春て縦遥力程數の直線材に置き換えて虚理するもその誤差は

重要でないためか他部門に較べて斯學に關する僅かである｡（1）よって蓄曲部材より成る船繼ラ
關心はほとんど桃わｵしていないがごとき観があ一メンは一般に任意數の閉合多角形ラーメンが．

る｡秀蜘壬もその著書｢船禮強弱學｣に廷の．相連關して構成ぜられたものと考えることが出
黙を指摘し，特に携角僥度法の解法原理を紹介へ来るゆえに，これを以後の説明の便宜上船鰡閉

撫灘雪露蕊灘蹴麓霧合霊麓誰騰慧懸榊_“
、‘かと思う」と附言しておられる｡本報告は軍に無覗ぜる場合には多数の矩形ラーメンが聚合し‘
これに答えて適用可能なることを實際に計算にて構成せられているものと考えることが出來

たものではないo従って横張力計算.を責際に途メンと呼需することにする。ただしこの場合矩

行するに當り遭遇する種菱の問題とか,縦狸力形ラーメンの聚合の仕方に二様ある。一ぱ垂直
＃と横狸力の連關とかそういった本質論的な問題部材も水平部材も途中で鉄けることなく一様に
にば溺れていない。 連結している場合で･あり（第6圖),他は垂直

一また本法による場合當然なさるべき假定_ﾃー部材か水平部材が途中で一部訣けていたり，ま

直應力および剪断力ゐ影響は曲げセーメントにたは不連績であづたりする場合である。（第4‐
、・・よるものに比しきわめて小にしてほとんど無覗圖，第，6圖）

し得る一一の適否等についても吟味せられて〔、前者の場合は後述するごとく澆角法による計
ない。要するに，本報告1土船の横掘力計算を澆算は割合に簡単になるが,後者の場合は未知数
角僥度法により解くには如何にして行われるぺの數が垂し一般に複雑となるbこの黙特に注意
言かを述べたに止まることを附言しておく。‐を唖起する意味において特に雨者を匠別するこ
2．携角法の基本式と横握力計算に使用．ととし'前者を車に船鎧矩形フーデンとよび後●

者を偲紹鐙矩形ラーメンドニよぶことにする。
せられる船遷ラーメンにつし､苧 さて船窪閉合多角形ララメンおよび矩形ラー
横握力計算を行うにふつう肋材を含む一心距メンに僥角法を適用するわけであるが，まず本

，の長さを持つ環状部分を取り出してこれを一つ解法の基本式を學げて置く。勿論この場合船縄
のラー〆ンと見倣して計算を行っている。しかラーメンにおいては直應力ならびに剪断力の影
してその取扱方に二様あり，一はBruhn流に響は曲げモーメントによるものに比しきわめて
曲線部をそのままにして取扱うものであり，他小にしてその影響を考える必要なく，ふつうの〆
は近似白軒､Dahlmann流に曲線部の曲率を一、（1）酒井忠明:、澆角法に依る閉合多角形ラーメン

切無観して直線と見倣して計算を行うものであ の弾性方程式表，土木學會誌第29巻，第12
今尹

るろ‐ 號O･･

後者の方法は計算が比較的容易ではあるが， もし曲線梁にそのまま本法が適用出來る王う

輕構造船に見られるごとく簿曲部の比較的大診 になればなお好都合声あろう。ここでは從來行

いものとか，また特に潜水艦等のごときものに．われて來＜いるように直線材におきかえ名もの
、､對しては全.くその適用は困難となるo‘、､とする。
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控角法においてなされている假定(2)はすべて成

り立つものとずる○、 陣

周知のごとく構造物全濯または〒部材または
一難に働く力の平衡條件として次式が成立つ。

雪H=0,2γ==0,雪J1f=0(2.1)

ここに･ZH;くゞ雪γはそれぞれ外力の水季語

，よび垂直分力の總和を，また雪II鉦は外力の任
一も1~

意の黙に對するモーメジトの總和を表わす。‘

次に部材ABの髪形と曲げモーメントの間

には、

耀壹麓隙鰯鯛醐峰2肌
が成立し一般に澆角法の基本式として知や恥工
いるものである。f第1圖参照)．／

第1表 、
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：、最後に閉鎖形。部材廻樽角の問にはいわゆる

角方程式

‘雪“=0'測参=0．（2.3）
が成り立つ,ただしここに尤は一部材の水平

長,yは垂直方向の長さを表わす。なお上方向

および右方向をそれぞれ正の方向に採るものと

する。、

以上（2.1)～(28)の基本式を駆使し酒携角法

によるラーメン理論が展開せられるわけである

‐が，この場合最も問題になるのは未知量の數で

ある。元来澆角法によれば一部材について(2.2）
・式にみられるごとく@,A,･",''密なる三箇の

・未知量が含まれている。從って部材数,泥箇の
ラーメンにありては3"2箇の未知量が存在する
’ことになる。しかるに一般にラーメン解法にあ

っては剛節節鮎に接綴する各部材のその黙にお
ける節黙角は相等しいと假定せられるがゆえに
結局のところ節鮎の數を”箇とすｵしば未知趣
は

（"箇のや)＋(,"箇の⑳・
と考えることが出来る。
一般に携角やの取扱いは各節黙の平衡條件，

ダ，

を考え恥ぱよくｼ容易であるが,いくつも少
．‘の入って來るラー:メンにありてははなはだ面倒
である。すなわちこの場合には各閉鎖形につい

‘襄胤題譲蹴雛撫錘
一を求めなくてはならない。〃

ただし船燈ラーメシにあつ‘ては構造，赫重と
もに中心線に對して左右對稗なる'がゆえに，そ

の未知量は年減せられることはいうまでもな
い○4

0

、矢印ノ方向ヲ以テ正ト入
第1園

とどに．、

･MZ4B,几姥A==部材AB･を切り出しその雨端
の曲げモーメントを該部材に作用する外ガ
『と考えたとき4端およびB端に作用す、

るモーメント（時計廻りの方向に働くもの

をもって正とす）

Ib/Jc=基準剛度、／

＝基準部材の慣性モーメ.ントー
－－ﾃ－蔀材長一

聡"=部材躯の剛比=-簔器
'A,JB=材端j4,Bの僥角‘

一署b×(節難4,Bの節鮎角6A,6B)

妙錘=一旦等×鮒…廻韓畑
CAaCBA=荷重のみに依り定まるいわゆる

荷重項A,Bを固定せるとき荷重により起

‘ろ固定端モーメントは一CAB,CBAに等し
くなる。（第1表参照）

，(2)たとえば幅田武雄：ラーメンアルス發行，

12頁o、
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以上は一般論であるが，ラーヌ傷ﾝ(のある特殊

底型式に對しては山の未知量を始めから減少

せしめて考えることが出來る。先に述べた船鰐

矩形ラーメンは責にかかる場合に属する.もので

ある○‘

よって次に主として山の特性の見地より各
、1

種船鰐ラーメンについて吟味を行ってみること

にする。･

船饅矩形ラーメン の

各垂直,水平部材が樺造全禮にわたって基盤
歌に城I正しく配置せられたる船禮構造を指す
ものとする。

かかる船鰡織造に對しではわれわれは高層建
築ラーメンの解法と全く同様な取扱綬をなすこ
とが出來る。しかし次の諸黙において雨者の特

性を明確に認謝訟て鋤ね“らない。
皇一般にラーメンの計算においては各部材の長

さの鍵化はこ奴を無頑して考えないのがふつう
である。從って建築ラーメンの場合&ごとく｡十

これに對して船鰐矩形ラーメンに,あっては橇

造，荷重と､もに船鵠中心線に對して左右對稻に

なっている。從って汁舷のみを考えればよい。
しかし上下方向の荷重は全鐙としては勿論平衡
《を保ち、．戸

（貨物重量)〆(樺造重量)＋(剪断力)＝(浮力）
め關係が成り立つも各部について考えれば不平

衡の欣態になっており，次のごとき特性がある
ものと考えることが出来る(3ﾉ。（第3圖参照）

（1）各節鮎
、

↓は髪形により

垂直方向にの

４
１
．
も

′ じ‐、
み移動し得る

も，水平方向

には移動しな

い。換言すれ

ば水平部材に

のみ妙『が存

在し垂直部材

には存在しな

い○・、

（2）同一錘

0

1

分基礎固めのなされたものにあっては妙＝

に關 9卜

し次の特性が

あるo(第2

圖参照）
（1）髪形に‐

よる各節難の
移動は水平に
のみ起り垂直

問の各節黙の第3園船禮矩形て－メン
移動量は相等し&ﾐ。換言すぃぱ同一径間にある
各水平部材の妙はすシミて相等しい。

6

よって船艘矩形,ラーメンにあっては未知景妙

の数は片舷における種間數のみに限定せられ建
築ラーメン(D屑方程式に相當する､,わゆる径間
方程式(4)によ〕決定することが出來る｡‐
以上要するに建築ラーメン，船鰡矩形ラーメ

ンはともに一軸對榊ラーメンと考えることが出

來，前者の上下對稲なるに對し，後者の場合は

左右對穂になっているにすぎない｡,よって高層
建築ラーメンに使用せら虹ている計算法は適當
なる修正を施すことにエリただちに船綴矩形ラ

ーヌンの解法に適用するこ-と･が出來るわけであ

．(3)このめに關する特性は各閉合四角形にまし
、

角方程式を一々樹てて計算を行ってみることに

よっても確めることが出來るo／

太田友彌,船禮狸蒻等

（4）船禮矩形ラーメンにあっては暦方程式の名蕪

は適當でない｡從って特こ裡問方程式と名穂け
名穂上の厘別を行うことにある。

を

l方向には起ら第2圖高層建築ラーメン
ないと考えることが出來るo換言す＃Lぱ水平部
材のゆばすべて零をなり垂直部材にのみ妙が
存在するo

(2)壷た同時に同一層にある各節黙の水平移
動鼓はすべて均等であるぺ言である。換言すれ
ば同一暦にある各垂直部材の砂はす?べて相等
しい○

これを要まるに未知重少の數は層の數にの
み限定せられ，こ奴はいわゆる層方程式により
決定ぜらｵしることは周知のことであるo
‘ま港建築ラーメジは捗遥としてはたとえ左右
對稽になっているとしても荷重は一般には非對
穂と考えられるが，基礎地盤に封し記虚像を想
像す奴ぱ上下對孵画ものの上半分やみを考えて
いるものと考えることが出来る。
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億船謹矩形ラーメン

垂直部材または水平部材の一部が妖除せる船
ノ

鵲講造をいう。

一見かかる場合にあっても前述の矩彩ラーメャ
ンの特性が成り立つがごとくに思われるが,た

とえば垂直部材の一部鉄除せるものにあっては

同一狸間にある水平部材のゆはすぺて相等し

厘別して考える方が便利であるが，各節黙に語

ける平衡

條件式は

､同様なる

ゆえ，本

節におい

て一括し

て述べる。

‐ごとにす

る○

さ七多

数部材の

集合せる

fィ

I

－

b

1いという特性

は失われて来

るし，また一

部水平部材の

鉄除している

ものにあって

はその所にお

唾節難、水

平移動が起

り，そのため

に垂直部材に

もめが存在

することにな

る。（第4圖，

第16圖参照）

従ってかかる

一

柔
0

」 集合せる，第5圃

剛節節鰕Aの任意部材A〃＠A端において

部材に作用する端部モーメン･トをMA,,とす＃L

『ぱ節黙.Aに直接作用するモ』メンhなき場合

次の均合條件式が成り立つべきである。‐

雪ﾊ""=0 （3.1），'

たとえ農上式を船燈矩形ラーメントにおいて
最も一般的な四部材よりなるものに適用してみ

る。（第5圖拳照）I′

すなわちjlf41,"42,ZI"J43およびMZ44を

それぞれ（2.2）式により書き換え（3.1)式に代
入すれば次のごとくなる(5)◎

ノA甲A＋たA1甲1＋たA2’2÷ぬ3り3＋々“W
+“1ゆA1+蝿3妙A3=さA ．(3.2）

又ぱ

"=g､#i',+-f,"+""'JAJA

＋“"羊迦“÷饗"j(33).74 JA

ただしここに
Uj,

鍾驚茎鰯鞠)｝※"4）
（3.2）式は機械的作表法により各節黙方程式
を求めるに便利な形であり，（3.3ノ式はこれら

の方程式を反覆法により解くに便利な形であ
る○

なお（3.3）式のり1……，“および妙41,

'A2の各係数は鷹部屋博士の提唱になる僥角分←‘
配法における各部材の携角分配率に相當するも
のであるo

(5)船燈矩形ラーメンの場合に適用せるゆえ
'A2='A4=0である。

~

丁
0

6

p

f‐

，侭購造を持った船鰕多一メンは前述のいわゆる船
一・／，篭矩形ラー?《ンと當然医別して取扱われなけれ

ばならない。

船碧閉合多角形ラーメン

この場合には各部材ともそれぞれ相異る妙

の値を持つ，從って前述のごとく（2.3)式に示

亀す條件以外に未知量りの不足分の數だけの平

伽條件式を導く必要がある。しかしこの場合に

も後述のごとく系統立てて行えば所要の弾性方

程式を求めることはさして面倒なことではな

&､o..

I

｝

１
１
１

I′←

3．節鮎方程式

前節においてわ奴われは取扱いの便宜上船鐙
ラーメンを船鰡矩形ラーメン，偲船髄矩形ラー

メ.ﾝ，および船禮閉合多角形ラーメンの三つに

匠別した。しかしてそ＃しが根擦は各部材の砂

のもつ特性よりした。從うて妙に對する所要
平衡條件式は乏艇ぞれの船鵬ラーメンに對して

／
ひ

一
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’

」
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第2表節鮎方程式の‐調受形

、

に､

，注耆：7k表1す緑?赫淡Y（ず&もヲと!<恥て弟3＝
．第2表は種糞の節難欣態に對して各部材ともまたは

J'が存在するものとして求めた節鮎方程式を示
幽=号-(筈"+拶蝿+署:‘す。從って偏船艦矩形ラーメンおよび船鰕閉合

〆ﾝ・場合に肌て州することが出來る。士労‘"｝、“〕
多角形ラーメンに對してる，また船罷矩形ラー

ただしラーメン構造の特性としてJ'℃存在し，ただしここに
ない部材D4'は勿論零とおくべきことはいう、 ノA'="Al+2("2+hr43斗をA4)1､

"=CA,+CA2r-CAX_CA&jI(3.4')までもない。 X

。，最後に同表中D各式は何奴も荷重の向かう方

また梁柱は犠狸力計算にあってはふつう雨端向を正とし，これを基準としてモーメン,､そ勾
蕊患鱒麓蝋競饗驚警瀞･繩"竈…て蓬…鵬謹γ
除いて考え奴ぱよい。 毎

もし船繼煙形ラーメンの径闘數が偶數とすれ
ば，第5岡の節黙’に龍いて構造および荷重 （196頁より緩く）

踏場合が起る。すなわち．コンクリー'､版の轡曲試験成績を示したものでがともに左右對鶴と底．
この場合にはり,＝0とたり，節黙1におい.てある。毎ンクリート版の大さは，長さ2.800m

幅500mm,厚さ100mmの2種である。ス
固定せられたるものと老えればよい｡

パンは2500mで，雨端は自由の状態とし，階
こ鯉に對して径間數が奇数なる矩形ラーメン
にありてはA1(第珍5圖）の中心線において構段荷重をかけて鉱裂状況及び中央の歪を計測し
蓮,荷重ともに左右對糯b場合が起る。すなわて，版の轡曲に對する耐力を，比較したものである。破壊に匹敵する荷重は，普道コンクリー
ちこの場合には明に‘A==一‘’にして，かつ
“,=0なj,よってこの時の(3.2)～(3.4)は卜が1.967kgで，タケf式のものが2.369kg

で約1.2倍弧い値を示しているo(完）
そ奴ぞ匁次のごとくなる。

ノA'砂A＋“2や2＋たA3’3＋“4’4＋〃A3少A3＝‘A ××

（3.2'）

〆

1

'

割

口

、

× × ×

(6)太田：前掲著書，,405頁
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戦時標準船の計書ならびに設計 小野塚一郎

一戦時計蓋造船私史のうち－
⑭ 0℃

a ､

駿時標準船の計書および設計については,.今後とも省に開催した造船小委員會でその他の造船問題ととも，
海墓造船政策の黙からは勿論造船技術上の黙からに論議されたo

も批判がおとなわ江るこ栓であろう｡またこれを一つこの小委員會の主なる構成分子は海軍省の軍務局．

の經験として今後の發展を期すべきものであると信ず兵備局艦政本部，軍令部,運鰄本部の他に陸軍省職

るが,太平洋駿箏ｶﾐ生んだ崎形兒を評するにはどれを備局，参謀本部,､および船舶蓮菅會，海運總局亘塗っ

生んだ環境と關聯しておこなわねばならない。この雲て，出席者は將官をまじえた大禮は課長，主務措営老

境についてはすでに蛮豊計聲の推謬（第19巻6月鏡であった。

より4回Iこわたり謹錘）におし､で論じたので，ここで．船の種類，主要目的，主要の性格'誌よび性能はこ
は改めて論及しないことにするが,濁善のそしりを受の會議で決定されたが’詳細誘汁は蝉攻本部力据営し
けているこの崎形兒といえども，一般の船と同じく所て資施した。’′

詮は塞境の所産なのであって,職時中におも､ては建造艦政本部の設計方針によって宣際に製図をおこなっ
のテンポが職勢菱化のテンポに追いつき得なかったたたのは民間造船所中比較的設計技術者を擁する所が分

め,折角竣工したときにはすでに計臺當初の假定は破指してこれに蛍り，線圃の決定等には海軍技術癖究所

れ-こ結局本來の目的;こ使用されなかった事賞が多い。運鐵省の船舶試験所,三菱長崎遙船所等が積極的に協
この事例に鑑み-罐計壹當初の思想なり方針なりを記力した。
して多方面の批判の寳料としたいと思う。部品の規椿標準等の制定には造船統制會や有力民

間造船所の技術者に負う所が多い。
ダ・

1．駿時標準船は何虚で計垂されたか

駿鳥標準鱸ら基本計霊の耀限職零期間を鍾じて運’職鋳標準鰭謹計の篝本思想
蟻大臣にあった。船舶造修事務の大部分は職時特例を職時標準船に一貫した思想は
もって海軍大臣に移管されても，この項目は移管され 造船部門に配當された鋼材その他の賛材を』もって最

ておらない。これは船の基本計臺は海運事情に基き決大量の船腹を建造することo′
定されるものであって，それは運鐵大臣の所管にある‐短期間建造可能なるごとく構造その他を設計するこ
からという理由に外ならなかった。とo

＝しかしながら寅際の状況は，第,次漂準船は當時の工數節約と素人工員の全幅活用を計るこどo
海務院を實質上の主務者として，これに海軍省の兵備速力は造機能力の許すかぎり一般的には優速主義を
局,:艦政本部，陸軍省の戦備局，参謀本部等軍部の意〃とること。……ただし船腹量の確保ほ優速主義より
見の外に造船聯合會,､海運協會等の意見を参照して決優先にすること。

定されたが;第2次標準船以降は造船事務が海軍省にこれらの思想實現のためには 凸

移管されたことと，標準船の計蜜に當つては軍に海運船腹の命數の概念を切り損え10年ないし］5年程
事情の外に軍事上の事情がきわめて重要の因子になつ"度まで低下することを忍ぶ。
て來たこと，海運總局は木造船に没頭し出して鋼船の個船の性能は若干低下するも忍塁……これは船團航
遙修は萱際上放任してしまつたこと等によって,基本海を賞施したりする戦時運航にあっては量により織
計霊の權龍は運織大臣に鋤ながら積極的に發言し秘邊力増狸を訂るを得策とする。
かつたため蜜質上の主務者は海軍省の軍務局になって要するに職時漂準船は日本の興亡を賭けた太平洋戦
しまい，これに對して有力の意見を述べたものとして 、零中建造し,この職零噸用する船であって,平時
は海軍部内にて兵備局,運織本部艦政本部等あり,においては明らかに不適當なる船もあり,もし戦時
･験争後期においては軍令部海上護衛隊司令部等の意標準船の設計を論ずるならば當然平時海運に關する
見が有力かつ弧力になって來ていた。、基本思想と営時の職時運航の賓態と戦争に由來する．
陸軍側としては，職備局，船舶司令部参謀本部が 損害の褒状を見極めてから論じなければ問題になら
熱心に意見を述べ，軍部以外としては船舶運管禽海‘ない。
運協會,造船統制會等が主に意見を提出した。海軍省は職後の海運界を考えて商船の設計をしてお

’しかしてこれらの基本方針に關しては毎週一回海軍、くことは一應は考えたが，諸般の状況はこれを第一、
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主として直線を使用して船禮を構成することはおう･言
9や

むね次のごとき目的をもってきわめて湿度に責行され、

たo、、

澆鐵工事の減少

澆鐵工事のごとき熟練工を要する工事は急激の能力、
・増加ま至難であって當然に避くべき方向である。

船臺外の組立工事,いわゆるプレフbｱブﾘｹー,シヨ
、ンを實行する上において直鵜部を多くすることは工

作が容易となる。

ブロック式建遥をおこなうに當つては直線型船型で

あるとブロックの取合いが容易となりブロック化を

樂lこする。

造船用圖面の簡易化～．，
、。，、‘

直線部の多いことは圃面が簡潔となり素人工員に了
解が容易となる6

船豊部品の種類減少，

プラケツﾄ類等同一寸法品で間に合うものの數が多
グ

くなる｡′

これらのためとられた具禮的方策は

直線船型の採用により肋骨はほとんど直線となる。

外板は止むを得ざるものは軍曲面とし二重曲面はほ

とんど用いない。・，

平行部長を極力大として類型工作を使用しうる範園、、

を大とする。′′

船弦梁矢の慶止、、

ライズオブフロアを慶止しうk卒船底とする。

・ピルジターンはE型等は角型として曲板を避く6

ブリッヂ等は全部直線をもって園む。

船鶴輪切り工作の採用、・・

量産方策上必要なる場合は船禮を輪切りにしてブロ
ック化し,從握度はその携涜慢度及特Iこ考慮したシ

ヤストレーキまたはダイヤモンドプレートに依る。

こ庇を採用したものは

日垂皆船紳奈川のA型．＝

三菱重工若松,潅磨造船蹄,川南工業深堀およ
び東京造船のE型h

等がある。
b

この輪切りエ作ぱブロック建造，工籔節約等に對す

る唯一の方法ではなぎも,、少くも量産と流れ作業を
戸

豫想した場合本工作をおこなうことは蚤産方策の採

用範園を廣くした意味において特筆の便{直がある。
ブロック建造

用産と短期建逵をおこなうにはどうしてもブロック

式建造をおこなわなけ儲謨ならぬが，これがため適

當な設備を備えた造船所で建造豫定した船型は相當

廣範園なブロック建造を採用した◎これをおこなつ
＝

た主なるものは

I

義的(ご考慮するの餘裕はなく，園淨指導の基本は戦

争に勝つことを前醍としていたが故に敗戦の今日に

卦､元はこの大前醍から論義をらるべきであって，｡

この大前提が間違いであるかぎり爾後のあらゆる施

・策は間違いの連綾であるべきである。営時は職後の

日本の海運界は，交職國の適當なる船舶を賠償とし

てとることにより全然面目を一新した船舶保有状況

となり，これを維持發展せしむるため日本ならびに

必要あらぱ交職國の造船施設を利用すれぼ可なりと
りb

1．

‘信じつつあった。，

’職時中これらの基本問題に關し最も關係のある運韓

一省なりまた運航業者なりから渥力な意見の提出せら
‐るるの少かつたのは自分等としても最も遺憾のこと

であった。，
●王

3．．戦時穏準船諸特徴の由来､
P、~可

船尾磯關配孟

験時標準船はほとんど全部が船尾溌關配置をとって
いたが,これが原因の最大なものは推進軸の雄能力
であって,建造量の増大に應ずる推進軸の製造は能力
的に困難であつ7こ。
その他の理由として,職時の運航船は営然に駿傷を
識期すべきところであるが，船尾機關船の方が機關室
の安全度が幾分大であり，各水防厘劃の濁立性も車軸
鯵道のなﾔ､ことによって良好となる結果,船獅安全
度が幾分良好となることである。‘
二重底霞止

第2次標準船以降の標準船は大部分二重底を歴止し
たbこれが理由としては！
（イ）職時における船舶D安至ま軍に坐礁等による長
氷の結果の濡荷防護を考慮すべきではなく,船を救
､ぅか否かに重黙がおかるべきであり，この黙から浮
涯せしめうることを最大の目標こ隔壁重黙主義ぶと
られた。

3A型船のごとぎは貨物船には珍らしい二瞳劃可浸
の識となっており,これは石炭積の場合にぼ設計ぜ

上は成立しているのであるo・・
（戸）船臺期間を短縮することは今次の計壷造船に現、

われた主要な特徴の一つであるが'船窒期間が以前
の六糊く｡らいより漸次三ケ月'二ケFと短縮し來
り，ついに日を争うようになると二重底工作の有無
は短縮に重大な關係を持つ:こいたり，これを慶止す
るの學(こ出たO､'a

（ハ）二重底工事の省略(ま工事簡易化の見地からは相
當有敷な手段であって，工事の簡易化とともに工作

’3

鳴樂になること大なるものがある。‘・

簡易船型の採用，

訓
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2A'3A,3B,3D,2E ザックの接手が鋲接によるの程度にまで採用した。そ

2TL,3TL,､3TA,2rMの結果鋲接對熔接は1･對4<・らいの比となった。

計霊だけしたものは，‘榧して採用範園は建造の經廻と畦もに漸次廣範園に

4TL,"M,-4ET,4B,Gなって來て,四次標準船が錘見したらおそらく大多数
等がある。 ′は鋲接織の比は，對2程度iこ達したであろうと患
電氣熔接の廣範園の採用われる。一般にこの程度が，中,…大型船に對し工は當

探用理由の主峰ものは．．'時の有力造船所の設備では最適量と信ぜられていた。
鋲打工の大量確保および養成の困難に比し熔接工の鏡材の節約

確保および養成の容易鐘總噸當りの鋼材を極力減少せしむるの見地から船細
舞画ツク構造法の採用命數の概念を'0年ないし'5年にまで忍びいわゆる
熔接による構鐡簡易化‘ｺﾛｰジﾖﾝﾏｰジﾝを削除し；新造船において平時
重量輕減′．、船舶が平均20年經過したと同程度の鋼樹寸法をもつ
油槽船に對する油密性の良好、′て計蜜した。その結果外板甲板等ばおうむね¥時船舶

等であって，採用範園は各船型において異るも，おうの一段下の厚さのも.のを使用するの程度となり,総噸
むね工場設備と勘案し採用を可とする範團には全幅探數當りの鋼材所要獄を平均20％程度減少した。

用のこととし，湿度材に對する使用等においてとくに また－船型ご要する鋼材の品種寸法の瞳を減少せし

採用を控えたることはない。しかしながらブロック相め，平時船に比しては數分の1以下に減少’した。
．、

互の接手等工作上必然的に内應力を生じやすい個所は居住匡の簡易化

使用を回避するの方策によった。艤装方面の簡易化は相當におこなわれたが,最も顕
艤装方面,上部構造物等には概ｵ姪面的に採用した。著なものは船員居住医を艦艇なみに大部屋化したこと
全なる船型に對する採用の程度、で，これにより收容能力の増大,艤装工事の簡易化を
｡2A,3A,2TL,3TL等においては鋲接、熔接の‘おこなったO'

使用比はおうむね2對’の程度でいわばかなり使副用機歳類の装備慶止

つた程度過る。，‘補溌その他において副装置と目されものは相當大幅
2TM,3B,3Dはおうむね鋲接對燭妾が1對1なに應止せられた。

いし熔接が若干勝つ程度でこの種船舶としては相當これが理由は工事簡易化とは麓するものの大部分は
廣範函こ採用した部に鴎する。生産ろ間に合わざること，および資材の不足によるも

気

2E型は特こ三菱重工若松，播磨造船松浦70川南工のであった。（昭和21.2.4).
/

業深堀のものは徹底的iこ熔接化し，単こ輪切りプロ

イ
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船 舶の椎進 山縣昌夫(15）

勢
●

II推進器と舵との相互作用

推進器と船艘との相互作用に弓賦い工;推進

器と舵との相互作用を，舵が推進器に及ぼす影

響と推進器が舵に及ぼす影響に分けて概説す

るo
全一

1.舵が推進蕊に及ぼす影響’J
軍螺旋船におけるように，推進器の直後に配

置さゆる舵は推進器◎後流を蘂流して，その效
奉を増加させる。著者(122）はこQよう､な舵が
推進器の‘勘Eに及ぼす影響を調ぺるために，試
験水槽において模型推進器が軍猫で作動してい
る場合と，その直後に極めて薄い舵板および普

通の左右對播型の流線舵を配置した場合とにつ
いて，推進器の性能を測定した｡推進器の直後
に舵，特に相當に厚味のある流線舵が配置され
ると，こｵLに基つくポテンシャル流によって推

進器の位置における水流はその速度が奮然ある
程度減少するから,測定性能を前進率〃=J//Aの
の同一値において比較するのは安當でなく；こ
の統隠を除くために，推力常數z=27pJVzひの

舵を装備すると，舵效が握化さ＃しるばかりでな

く，推進性能の向上が豫想されるのでj著者・

(69)はこれについての模型試騒を行ったが，そ‐

〔澱吉果はこれによって必ずしも双螺旋船p推進

性能が向上するとは限ら蔵いにとが明かになっ

た。これは双舵の採用によって推進器の效奉は…

増加するが，舩禮の中心面に配置さｵ'しる軍舵、
場合に比べて，水から受ける双舵の抵抗は流線

との交叉に基づいて著しく大きいため，両者が．

相殺する傾向にあり，主機關の所要馬力の減少．
”

が必ずしも責現され濠いのである。、

なほ推進器の直後に厚い舵を装備すると，推

進器の位置における伴流は幾分増加する。例免

ばある軍螺旋船の査例によると，舵を取附けな◆

い模型船の伴流係數糸0.28で津に對し,舵
を装備すると約0．29に増加している。しかし，‘

ながらこの増加は舵による流線伴流の増加に基

づくpものであるから，この見地だけからいえば，・・

船の推遡生能の改善に餘り役立たない。マ‘

2.推進器が鞄に及ぼす影響．"ノ

推進器が舵に及ぼす影響は推進器の性能に直

接には關係がないとも考えら虹るが，こ奴を適’

當に利用することによって推進器の荷重度は輕

減され，船の推進性能を改善することができ

同一値に對して推進器效率知を比較すること
l,乙雌第孚固とし魂げてやいた｡こ
．＃,Lによると，推進器の
效率はその直後に存在
一．、する舵の影響を受けて
改善さ奴ることがわか畠
り，しかもその改善奉鴬
が推力常數の増大に伴『心口
って増加してい‘る事實添
は，失脚比が増大して
推進器後流の回韓運動

『
〃
。
（
腸
し
Ｐ
い
む
Ｊ
４
４
１
‐

』
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

る○

軍螺旋船において

舵は推進器の直後，

從ってその後流中に

‘'あり，推進器の後流

・は回韓運動をしてい

るから，水流は舵面

に斜めにあたること

になるo第83岡は

I

25
0
9

畔，・20烏』1(1。0．1(涙20つ30

が著し‘:場合に､舵｡.譲穏雛蜜装
整流作用がますます有進器敷率の獲化
蚊に働くことを考えれば，當然の結果といえ
る○

このように推進器の效率はその直後に舵を配

置することによって増加するから,双蝿織皆に
おし､て双舵を採用し，推進器ごとにその直後に

、

Uｰノみ、'ご○罰〃qゾユlE皿V小 童 舷右舷
、の

著者(116）が試験水第83咽推進器(軍濁）
糟において，螺距の後流の舵への水平入射角

半径方向における分布だけが違う3暫の右廻り

模型推進器を単猫に作動させた場合に，舵を装

備すべき位置における推進器後流の水平面内。

平均方向を，推進器の普通の失脚比に請いて狐

●

、
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定した結果を示すものである。この圖によるとたような形H

測定平均角口垂直分布はその絶對値においてほ測定結果の自

･とんど完全に上下對孵であり，推進器圓内に語において同一

いて半径つ増加に伴って一般に減少しているる。しかし･メ
が，推進器の螺距◎半径方向における分布，すされた推懲

なわち逓増，一定および遜減螺距に應じて，そのことがいジ

虹ぞ奴最大角が約15o,22oおよび27°と増lで，第83f
加し,これに伴うて半痙の増加による角度減少推進器を戦
率が規則正しく著しくなっていることがわか進器後流の側

るO･-結果が第"85

第83圖に掲げる測定結果が示すように，推83圖に示す
進器後流は相當の値の水平角で斜めに舵にあた測定結果に

るのであるから,舵の水平裁面を普通､流線舵／比べると，
のように中心線に對し左右同形とせず；水流の著しく相異

平均方向に應じて適當な形状の翼型を適當の方・しているこ

､向に配置し,例えば前端部を上下反對の方向にとがわかり夢

捻ったかのような形状の舵を採用す虹ぱ，第84上宇部に語
● n

.園によってわかるように，舵の水平徴面に作用ける平均水

けや

たような形状をしているが，こ奴は第'83園の

測定結果のように平均水平角､垂直分布が上下
において同一であることを前提としたものであ

る。しかしたがら著者(116）は軍螺旋船IF装備

された推進器の後流に對してもこれとほぼ同様

のことがいえるかどうか雀だ疑問に考えたの

で，第83圖に示す貧験に使用した3箇の模型

推進器を軍螺旋船の模型に取附け，前同様，推
進器後流の舵の位置における平均角を測定した

結果が蕊85圖に鮒るものである｡これを第
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平角はほぼ．20．10．0’0．20．30°40°50.6c左舷、右舷する揚力の船の進行方

向における分力を，抗

力のもpより大きくす

ることIFよって，推力

を發生させ，韓舵時以

外の舵を推進器の1部
として作用させること

／

－定で，そ第－85園推進器（軍螺旋船に装備

の値129～したもの）後流q》舵への水平入射角

19．ぱ推進器が軍凋で作動している場合の上学

部pものの平均値に近く，また下学部における

平均草は反對にその菱動率が推進器単猫の場合‘
のものより遙かに著しく，半径が小さい部分の

平均角は数倍にも達し，半径が大きい部分｡も

のは逆に小さくなっている｡推進器の螺距の分

布の相異による平均角D愛化の傾向は推進器軍

獅の場合によく似ており，推進器の螺距の分布

が逓増，一定および逓減しそいるのに應じて，

下牛部における最大角はそれぞれ4",53｡*
－、

よび56。であり，推進器単凋D場合の對應最

大角15う,22oおよび悪9に比ぺて3~2倍
に激増している。このように，軍螺旋船の推進

器D後流がその直後に装備された舵にあたる平

均水平角は，船禮，婿に船尾部の影響を著しく‘

受けて，推進器軸の中！f,線の上下において非常

に逢っておる責験結果から判断して,単螺旋船
用の特殊型流線舵を上下学部において同一重だ

け捻った現在＠よ．うな形状を採用していること

は甚だ不合理であるといえる。､このような'上下

半細乞おける平均角の不平衡は普通の場合，舵

●に直唾力を起し，この原因からだけでも軍螺旋

206

0

、

として作用させること第.84岡特殊型流線

ができる｡,少くとも，‐舵における推力の發生

との方法によって舵の抵抗を著しく減少させる

ことは可能であり，從って推進器が受持たなけ

､､れぱならない推力は輕減され，主機關の所要馬

力の減少を圖ることができる。‐

この種D特殊型流線舵,例えばコントラ舵，

反動舵などを採用する場合には,第83圖に掲

げる測定平均水平角度の垂直分布からすぐ推測

することができるように，逓減螺距の推進器を

使用すると，舵の發生する推力が増大し，伴流

推進器ともゆうぺき逓増螺距のものを号使用する

場合に比べて，推進器自鰡の效率が幾分低下す

るのは営然であるが,､結局において船の推進性

能の改善を期待する‘ことが可能であると想像さ

jL,その賓例については後段に語いて述ぺる。
現在考案されている特殊型流線舵は，コント

ラ舵にせよ，反動舵にせよ，ずぺて推進器軸の
中心線から上下において左右に同一量だけ捻つ

、
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船は,一定舵角をとりマづけ濠いかぎり，その算し,n/b"2D4=zyplwD4と,してう第38圖
進行方向を稗じようとする傾向が生じて，針路に示すよう底推進器軍猫試験成績圖においてこ
を一定に保つ'ことができない。

●

．れに對するI/O'AhDを讃み，こ＃LをもってW.

軍螺旋船に左右對孵D普通型流線舵を装備すAのとす虹ぱ‘"=恥の關係からZ､=Zbおよ
る場合に，推進器後流の舵面への平均水平角が＝ぴyi=ybとなるo､從って上式はつぎのように

大きいときには，舵の厚さを相當に厚くして，簡軍になる。

いわゆる失速現象の發生を避け，揚力の低下，、
””，'=冨鵲岩号従って舵の抵抗の増大を防ぐ必要がある。志波

學士(123)､P考案にかかわる舵の中央部;すなこの式の右邊D第1因子は推進器が靜水中にお
わち推進器の穀の後方④部分を特に厚くした船いて軍潤で前進率1/b/MDを'もrって作動してい
舶試験所型舵はこの目的のために設計されたも‘る場合の效率で，これを推進器效率(軍猫)"
のである。このような舵の形状などについてはとよび，また第2因子は軍潤推進器の前進奉
般の旋回を取扱う場合に譲ることにする。 Vb/MDにおける發生推力Zbに對する回韓力

=Qoと，自航試験において同一前進率Vi/八の

、推進器效率比’における同一鍵カアに對する回韓力率Qと．
船鎧に装備されている推進器,特に軍螺旋船の比,すなわち,推進器效率(船後）と推進器
の推進器は，箙禮の影響により，速度および方效奉蝉凋）との比で,普通宮奴を推進器效率
向が極めて複雑な分布をしている伴流中で作動、比汐〆といって･いる。從って上式はつぎのよう
cするばかりでなく，その直後に舵が配置さ奴てに書きかえられる。
＆､るから，舵の前方に起るポテンシャル流中に／ ”力'＝"力Vγ……､…………………･….(268）．

診るとともに，その整流作用によって性能も愛この關係を使用すれば，式（15)が定義する，
牝ずる◎從って推進器が靜水中において軍猫で推進係數〃はつぎのようになる。
作動している場合に比べて，その性能に菱化が ZP==弟力・務・万"．．………･……………(269)

起ることは當然である20模型船自航試験と推進器軍猫試験とにおける
式(8)によって定義された推進器效率(船後)"推進器の測定性能を直接に比較して,r/i,從っ
才力,をつぎのように髪形してみる。 ．“て""",〃力などを求めるとのフルードの方法は

，,,=舌器=景烏雨賞験における推進器の位置の水流状態の相
異，すなわち自航試験においては矧流，車猫試ZbVi)八b''Z1Qo

=~Z7fr耐『、〃しT-了而言験においてほ靜水であること，さらに雨實験に

式中Vb,M'鋤およびQoは推進器が靜水中
において軍稠で作動している場合の前進速度，
軍位時間における回韓數，推力および回韓力率
で診るo

プルードの模型船自航試験成績解析法（24）

においては，推進器を動力計と考え，自航試験
における推進器の測定推力に基づく推力常數を
推進器草猫試験における測賃誰力に基づく推力
常數と上岸て，軍猫推進器の同一推力常數に對
する前進率をもって自航試験における推進器の
前進率とみなし，推進器效率（軍猫）を知ると
ともに，回韓數を同一にとって自航試験におけ

‐1

る推進器の前進速度を求めている。すなわち，

模型船自航試験の結果から刀pZV2p4の値を計

、

』

寺

、一
一旦幸,垣■P凸→や一●一一＝
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おけるレイノルヅ數の相異などによって起るこ

とが豫惣される推進器の性能の鍵化を無硯して
いるから，この解析方法によって得たシダの値
には當然とれらの影響に基づく誤差が含まれて
いるはずである。

フルードの方法は雨賞験における推力の比較

による解折を原則としているが，回韓力率の比

較によっても同様の解析を行うことができるo
ホルン（124)，（125)，デイツクマン（126）な

どは後者の方法の安営性を主張している。殊に
賞船の場合には，推進器の推力が測定さｵLるこ

とは甚だ稀で，普通に主機關の馬力もしくは軸
馬力を測定しているから，機械效奉および傳達

效率を適當に見積れば，推進器への博達馬力が

』

～ 盆

I
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て必ずしも滿足すぺ章ものであるとはいえな
い。徒って，模型船自航試験および推進器車潤

試験Dほかに,軍螺旋船に對して.は推進器と舵
．、

との綜合試験をも行って，推進器軍凋試瞼およ

び推進器と舵との綜合試職D雨成績の比較によ
j1

り，舵が推進器に及ぼす影響を，また推摺器と

舵との綜合試瞼および模型船自師試醗の雨成績
の比較により，船禮が推進器に及ぼす影響を別

表に求め，推進器の性能に及ぼす船罐および舵，
あ

の流鍔力學的影響を分析して取扱うごとがこの

方面の研究に必要である。↓
参考女献．・

(122）山縣昌夫および菊池義男推進器と舵との祖

ソ互作用に關す奇責験,造船協會毎報昭和8年'0
月．

(123）志波久光,SomeExP;rimentsonthelnte-
ractionbetweenPropellefiand･Rudder;造船協
弓‘會全報，昭和10年12月．

(124)F.Horn,AuswertungvonSchraubenvers-a
uchen,Schi田bau,1935.

(125)F・Horn,BestimmungdesMitstromsdur-

chVersuChModellmitScliraube,Internation-

alTagungderLeiter"rSchleppversuchsans-

talten,Berlin,26.-28.Mail937,Berlin,1937

(126)HangDickmann,AuswertungvOnSchrau-

benversuch6n,Schiffbau,1936.
夕

求められ，これに基づく回韓力奉を使用して回

＃1韓力率常数を算定し，これと模型推進器軍猫試

驍による回韓力奉常數とを比較して解析するの

が通例である。このような回韓力率を基礎とす
る解析方法を採用すれば，式(268）の代りに

ホ,-着綿『升=",．",-…(2"）
が得られ，この場合の推進器效率比ｧ'は式．

（268）お及び（269）中の形と定義を異にし，

その値も當然逢うことになる｡列

，前述のように，軍螺旋船などの推進器の位置

における俘流の速度は，その直後にある舵の影

響を受けて幾分増大し，また推進器の性能は舵
の整流作用によって向上する傾向が認められ

る。從ってフルードの解析法に塾づいて軍螺旋

･船の推進器の位置における俘流速度，推進器效
奉（軍潤｝などの正確な値を求めるためには，

準進器の軍潤試験を行う場合に，船後における
‘と全く同様に,推進器の直後に舵を配置する房
とが必要である旨を著者（122）は主張してい
る。すなわち，フルード法においては推進器を

‐動力計として利用しているのであるが，軍螺旋

船におけるように舵が推進器tD直後に装備さｵし
る場合に對しては，推進器と舵との組合せを動

の

I

I

｜
’

力計とみなすべきである。ヴァン・う．メレン．

(36)も著者のとち見解を支持し,このような場
合の舵は船艫の副部ではなく,，推進器の1部当

して取扱うぺきであるといつ七いる。フルード

法をこのように修正して求めた伴流蓮塵推進
器效率嘩渦）などの殖には舵の影響が含まれ

.＝

ているから’この場合の推進器效奉比腐主とし

て船篭が推進器に及ぼす影響を表わすものとな

り,船後における推進器の性能⑧解析方法とし

て合理的ではあるが，推進器と舵とを組合わせ

て行う賞験が普通の推進器軍稠試験より幾分複

雑となるので，一般に廣〈採用されるにも卜たっ
ていない。

模型船自航試験成績を推進器軍猫試験成績と
で

比較して求める推進器效率比は，軍螺旋船にお

けるように推進器の直後に舵が配置される場合

には，船禮と舵との両者が推進器の效率に及ぼ

す影響を一括Uて表わすものであって，この云
法は船後における推進器の性能の解析方法とし

（蝿舶時事）日本船舶規格’
特許標準局工業標準調査會船舶部會において日

本海事振興會船舶規格委員會提出の原案を審議中

のところ下記規格案を議了した．

ノ

稀’規格番號｜'名 議了年月日
I
I
P1

癖
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

舶用テレグラフ

舶用アネロ
イド氣墜計

水一コソノミ

::･墓:;｜
’

0jゞ

ピツチナカシ｜
チッピソグノ、ソマ

ペィントスクレッパ

長柄ペインドスクレ
ツノ、・

ポースンチェヤ

4501

8501

3706

3708

3709

3710

3711

3712

3713

3714

癖
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

６
０
９
０
０
０
０
０
０
０

－
２
壬
２
２
２
２
２
毛
毛

１
１
２
１
１
１
１
１
１
１

一
一
剖
孔
乱
乱
丑
丑
丑
乱

記
認
配
翠
塑
麺
詑
翠
翠
羽

I

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

’
一

①

208

ゾ

I

’』
垂一一一一-一一一．‐



青一一一一一-一－一▽‐‐

ク

乱

タ

商 船の初期設計

⑧

、

一一言マー

も

＝

言一 可

ナ

勅 原欽止(10）＝、

．z一

一欄記載の畿綱工事（イ）竝ぴに木材及び艤装一

品（ロ）の重量を推算して上記(D)-欄設計船

の行に順次記入し,船鰐合計重量(イ)＋(ロ)の‘、
3,178瞳を出す。これに機關部重量合計61b"

・を加へて室荷重量.[(イ）＋（ロ)+6,､)JD3,788

砿を得，更に餘裕重量約3％即ち107睡を邸：
へて，第一次近似室荷重量(I)なる-3,895:"

が算出されるdこ恥に船主要求の載貨重量(II)

の9,500畦を加へて,(A)即ち滿載排水量・

(I)+(II)なる13,395砿となるo

次には他方から第一次暫定のZ,B,d及び

Cbを用いて滿栽排ZE量を出すと
127×17.5×7.75×0.755×1.025＝13,330亜

これに外板等附加部(Appendage)排水量

VII)重要寸法決定の實例．，一欄記載の畿綱工事（イ）竝ぴに木材及び艤装

いま一例として下の如き船主要求のディーゼ品（ロ）の重量を推算して上記(D)-欄設計船

ル機關装備D貨物船の漸近設計法を表によっての行に順次記入し,船鰐合計重量(イ)＋(ロ)の
説明する。先づIL.~-3,178瞳を出す。これに機關部重量合計61b"
｜ ，．《‐

船主の要求一一く．を加へて筌荷重量･[(イ)＋（ロ)+6'､)JD3,788

′船型重礒三島型砿を得，更に餘裕重量約3％即ち107睡を御

‐‐1

～→_一一一一

■ 、
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ll: ，暇あらぽ計算すぺ

‐葱叉明瞭な重量例
'’

I-へぼ織機，揚貨機，
操舵機,端艇(救命
艇）の如きは箇を別●
‘に加除することが出

●

来るし，消火，發火

、探知機,通風装置の

、やうな特殊なものは
h抄

その重量を箇堂別交
'申

加減すぺきである。

この他客船，貨客
’’1 船では客設備．'Pas-‘I

seilgerAccommo｡

'一dation),賄設備(C-

ulinaryEquipme"

nt)等を相當互細に
｝l
lﾄﾞ

わたってそｵしらの重

・堂と算出加除する要

、があるのである。

次には他の参考の

一例としてシンプソlj

第（は),表基本設計参考要目表 (貨物船）‘．
ーーT一一~〒~､.

｜,第二六三番船建造船番號｜､、第二五○番船
／

船名

契約年

引渡年

主要寸法

慧劉讓
即，

|議載貨重
鐘|熟

日
日
理
〃
”
、

‐
砿
砿

Ｄ

●
，
。
，
郡

丸
月
月
米
米
米

，
９
●
Ｐ
●
ｐ
●
ｐ
●
ワ

砿
．

123.5×16．8×9．75

2,322;3,500t

7,8";13,000t

釦2

9;500；､732
9,250；、719

206；､01585／

44；、00338

2,075；、1596

Q3.85;2,640BHP

4j730

133×17．8×10－0

2．63；4,176

7．95；14,387

.795

10,211;、710.'
9,351；、660

己

659；．“59

105；､00731

3,342；．2323

15.62;.3,600BHP

5,320

318

12.75;.2,880BHP

425

Diesel;653.8

1-donkey

3，200

123

1

4．73，

{菱
艤
|菱，

縢菫雲
|鷺
|塗夢
|萱。
ｳ9

840,69,61

3鋤、

畳

0 ~

甑馬力

砿；．
'

284,j

11;2,070BHP
348

！
、
輯
『
勺
側
梱諏
馳
師

“
平
）
Ｐ速

力 (t)

節；馬力辱
い
池

や
Ｉ

●

y(s) 、

Diesel;547.8

1-donkey;感
〃
一
米
‐
Ｂ

へ

一
加

量
″
郡
Ｃ
Ｃ

重
〃
米

．
．
，
；
敦
Ｕ
踵
Ｂ
米
〃
〃
〃
〃
Ｇ

ｊ
鱒
癖
Ｋ
Ｋ

・
唾
繩
歎
唾
瀦
繊
・
蝋
，

鰯
躍
割
１
噸
危
い
遣
い
：
ｔ
ｈ

ｌ
２
，
３
１
２
３
１
２
３

ｉ
割
罰
到
！
・
唖

推
進
機
關
推
α
皿
の
皿
Ｃ
ｄ
》

一

2,300

120

1

4.35,一
ノ

－、

{篝
|墓
|鑑
(､982

懐三雲
鰐､
|塞蓑“
|差．
840，69，61

3鋤

J
↓

~

卜

『

、

0

匂
』

、

』

ンのネーヴァル・コ

ンストラクタ〆(Si-

mpson'sNavalCo-

nstructor)(参考書

(7)，1918年版,p.

44）に記載されてゐ

る方法を下に稗戦す

｜’ 米
〃
〃
〃
〃
〃↑

〃

Ｌ
ａ
ａ
Ｌ
ａ
ａ
距

ｆ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
く
１
１
心

心

恥
鵬
窪

重
６
ｊ
ｇ
Ｖ

､

111

粍
〃

210’0

（

’ １
１
Ｊ
１

苧

蝋埋‘竺.‘ー _~ーー



可吟~玉 丁クマで ー，‐~一一ーー=万7 V6
－－.一一"~一一 ー

〆

＊

ロ

～

舷孤，首；尾（米）

甲板數

船甑，甲板室長

隔壁數

機關室長(又'､長×幅×高)米

汽罐室長（〃、）〃

推進機室長/馬力（米）～

鯉I篤専 ,、ダ・

祷|墓蝋"
客數一等，二等，三等

乗組員數(甲)，（機)，（事務）

299；1．39 3.28；1.銘
少、

同左

ofEness 一

二個全通；三島型

船椣長48%L
6

グ､

1 6〆

c,"=MiashipbU

船換長45％Z

7‐
錘
鮭

、
１
に

唾
ｃ
醍
可
Ｋ

Ｃ
唾ｌＢ

》
↑

“
０
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
１
１
Ⅱ
０
０
１
１
‐
１
１
１
４
‐
“
０
１
■
■
ｇ
■
■
Ⅱ
．
・
１
１
．
１
１

I一

16.75
O

cient･: 之は，

pO70

5ゞ

6・

色

10

あ
↑
５０

４

０
〃
、
６
６
１

C"(Prismaticcoe-

伍cient)もそうであ

るがうSpeed-length

ratio.を老へて最も

邇賞な値(第ロ圖及
第ハ圖，参看，次回

に掲載）を採用する

ので，此等適､當な

諸係數間の關係を

SimpSon氏は第(ほ）

》
、
一
旬
Ｊ

ダ

フ
Ｑ
Ｊ

・
’
一
『
１

，

Ａ
鐘
，
ｎ
Ｕ

Ｔ
Ｌ
－
行
。
。
凸

リ
ｰ

4，－，-

21？16，10 １
１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｆ

蒜駁ハlUmber運搬ノ
状態ナリ

L/D=12.68'.

■､~■'ロロJF汐凸ｵ式〃．ー’･’・‐’・マタ 。，｜
● ．．’

ので，此等適､當な

’
し

13.3

1.78識系數間の關係を、
SimpSon氏は第(ほ）

表の如く與へてゐる｡
、 ，｜

’3．關係堂數(RelativecoefEcient)C,,=C6~

-､C,<,×C)=.945,との係數は第（ほ）表で示す
巳!一

一

様に0．9とconstantとして可い。〃

4.Midshipareacoe伍cientC,"=C6/(Cif

×C")=.97'、．

5.PrismaticcoeffipientCカ=Cb/C,"=.814 ．I

1.6.Load,Waterplaneの画蹟係数C",=Cj/､
G=.861'鐘

7.LOadwaterplaneのMomentofiner-、

tiag"'=:0638､"//,
この係數は第（ほ）表に之を示してあ勺。
-8.BXIf(浮心上メタセンターの高さ）係数

"風="Cj=:08,'の値は第(と）表参照のこと。
9．重心係数9=KGAD=.559之は第(へ）表

に禍げてある,。

10．乾舷表.(FreeboardtableS)､に依る上甲．
＄

板までの深さD=33.5DR

11．遮浪甲板迄の船の深さD,=D+7.5ER
、

＝41沢妓に7．5次は遮浪甲板間の高さである。 一

12.Baseine(基線)上重心の高農=Dl×9:=
41×､559＝22.90沢

13．基線上メタセンターの高さKJ"="+

GM=22j90+1.50=24.4雌尺

14.Knfが24.40沢になる船の幅B

4

｜|I 備考……

B/D=1.724
、

るo

この方法は，關係島數(MativeCoeffibie-
nt)なるCr=Ch/(G‘×C",)を用ゐ，姿料船の

要目から設計船｡●法を算出するので，前掲｡

第一例よりは，ヨリ理論的で然も一塁に新寸法
を決定し得る方法である。

で，先づ船主の要求を塞げると

鎮三暦甲板の遮浪甲板型貨物船；載貨重量

10,000噸（但し12日分の燃料石炭及清水；
食糧を除く)；平均吃水,27沢;航海速力12節；

滿銭時GMが1.5沢以上で船級は米國検査規
程(U.S.InspectionLaws)に合格するを要、

する，と云ふのである。、、

その方法は先つ載荷重量10,000噸を持って‘

ゐるク性能良好な近似、査料船(Typaship)

の責例から，設計船P船殻重量(Hullweight)

機關重量(Engineweight),燃料炭(Coal),

清水(Freshwater),養罐水(Feed・water)

及び各睡倉庫品(Stores)の重量を算出するの；

であるが，こｵL等の重量は各糞の載貨重量に對、

する比を査料船の賞例から出し之に倣って推算

蕊鰯:｡總謝'芝鰈熟購
るのであって,その''鳳慶注下に記す如くである｡l
皀ﾛち､軸

1.＝滿載排水量W=D.Wbp<1.64=16,400噸‘，、

2.q=G4,×C',,Z×C,.=.79

鼓にCz4J=Loadwaterplaneのcoemcient

．、ゆ・
－211

4

=､/["d{(5Czo-2C6)/6C"}]×αm=58.5X

及びIIf=･(B2×γ")/d+d{(5C,"－2Q)/6G.｝

，15.、船長L=W(B×。×C6)=460BR,鼓に

h■

も

p･
＆！▲?L争岳■-－上司稗..‘.,.__言,？!､一一一全一__｡.…_._凸全～一二弓=た_一 ＝ご■竺全●■‐凸一,七一
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第 （に）表主要寸ノ法計算表

1(2),(比D/(2))labﾉ(3))|"/(4)j
(5)，
(比D/(5))
－一ー
’’｜('),(比D/(1))建造船番競,船名

●

乙 雪 |123.5(i.028)

｜蕊淵
B

，

軍乙×B×D=CubicnumberC.N.|20,229(1.06)
､-'B+D、子26.55(1.026)
L×(B+D)-(L×B×D)'/313,280(1.08)
L×B|2,075(1.07)

!』

L×D-!1,204(1.03)

(D)設計船
一

，127.0

17．5

．．9．75

マ21,670

27.25

′3,4釦

2,222

1,238

●

『 一

〃

I

卜

０

“
蛎
詑
鯉
釦
叩
弱
だ

３
”
〃
私
２
。
〃
〃
Ｚ

１
１

12.67

1.725

7．35

2．16

．723

．80

．767

7．8

13.3

1.78

7647

2.27

.693

.785

%747

7.85

L/D．．．

B/D'

L/B/

乞B/d
､-/d/D

DW/W:

Q(モールド）而蒜康

d(")*

I
9

‐

〃

ダ
、

、

』
N､)｜

剰
､2.425.4(.1124）

99．2

34．8

64．0

，89．6
躯

8．5

、13．5

29．7

2．2、

2．3

、理.2．

61．4

2．4

425.6

21852.0‘

520.3

27．5

547.8

(4.21P/t)

3,399.8

3,399.8-

9,420.2

12,820.Ot
そ

12,740.0_
ウ

80．0

12,820.0

2》9585(､1135）
122.2

48．7

－943

．123．0’

。10．4

2?.5

17．6

42．6、

2．9

’6．1

19.23

73．2

2．97．

592．8

3,551.3

635．7．

28．1

663.8
グ

･(4.82IP/t)

4’215.1
一

4215.1

10,109.9

14325.Ot
午一一__－
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第（ほ）表各種壷係
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數 表

~モア了lc",｣c,
、

－ 一 一

｜‘|c〆|cbl船 種

’
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‐

９
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
９
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

、666

〃

〃・

〃

〃

．670

や671

〃

、675

.674

〃

、675

.676
,4

.677
ざ

‘、679

.6”

′・・683

.688

.694

j700

.703

.707

.712

.716

、677

.689

.697

.707

.716

.725

.734

．743

.755.
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●
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●
●
●

。
‐〃

．“o

f

〃

〃
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．釦4

〃
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〃
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.609
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.611

、612

.615

.620

β25

．630

6633

．637

．641

，645

．610

．620

.627

､636

.644

.652

、661

.669

.6卯

、737

.745

.754

.762

.771

.779

.787

．796

．805

，．813
．822

．830

．840

．847

、652

〃

〃

〃

〃
Q

、653

〃

．〃

、654

〃

〃
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.656,
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．．661

．663

‘、665

．670

．．676

‐、679

．、683

..687

.692

.657

.665

.673

.681

.6”

、698

.”6、

、714

、722

／、768.

.770

.777

.785

.792

.800

.807

．814
。-"

、819

.825

.830

.836

.843
壼占－

.850

蒸汽ピンネー誌，長さ30沢～60沢
‘／

e

，､
、・

蒸汽快遊船，100～300賑
、

W

螺旋暗車推進小型河用蒸汽錯，50～150
沢”ごゞ

竃

ケ，

舜丙及河用蒸汽船.150~400呪
合
Ｌ
ｌ

歩度峡蒸汽船,209~300呪
や

り

航洋定期客船’400～750沢

■

全涜帆装帆船，250～350呪

定期貨客船，貨物船300～700沢●

’ 、

學 ･941I
』Q

213
I

ノ

壱』



一－－~‐マー寺一｡~､‐
一
《

扉一一一丁一一一
－

画

ダ

●

L

I'=排水容積(VblumeofDisplaCement)･泣
方沢主脈×35呪.､

/16.BM=(Zj×丑3×j)/F=r"=10623沢
､、17．基線臺(Baseline)上浮心の高さ"=a

q』

r(5C"-T2C6)/6C"=14.25gR

~18.BilgeDiagonal係数6=.82これば同

書pe'55=にDiagramofBilgediagonalofr

setsを掲げ6=.65～.90に對し10gDbody"
section-に於けるoHset･を與へてゐる。そし-.-_凸,:

て6=C"/.92～c,/.99でCp=.6～.82としてゐ

…る。このbiigediagjnaiは線圖を描く時に用
いら鯉るのである。、

斯くして遂に

19．決定さｵしたDimensionsは460'×58'6'′‐
×33'6.′・′

；となり
一一~

，20,滿栽排水量”堂((460×58.5:<27)/35)《
×､79＝16.400噸

で，各樵成重量を列筆すると

~21.･CalclilatedVeightS-

完成船鰡(Hull)重量一､~-4,670噸
機關重量(4;0001.H.E)j730'
燃料炭(12月分）．．750〃

浦水200〃

〆倉庫品(食糧等）50〃

6,400〃…

『載貨重量10,000〃

満載排水量16,400噸
＄〃~

この例に於ては上記1．項でDeadweightcO-

efficientを0.64と敢Lつたが,､若し上記寸法の
船に對して算出した重量がこの0.64c｡efficient
で豫想した重量炎りも輕く出た場合は船の長さ

Lは之を減少しなけｵLぱならないし,反對に算
出重垂が豫想よりも重い時はLを増大さすの

である。これは_↓漣Elementcoe伍cientに重

大な影響を及ぽ'さない寸法はLのみだからで，

B及、の塗更はstability'(Gjf)"に影響があ
るからである。

数で上記、機關重逓730噸であるが，これば

初期設汁の範園では後段詳読する様に主機の圖

示馬力I.H.P.、から所謂Spmificengine

weightで出してゐる｡即ち先づ所要馬力をAd-

miraltyconstantC"．[I.H・P.=("2ん×J褐）

÷cαα]で概算し，機開重量1噸の出す馬力を
前例から出して之を用ゐるので,･本例ではcα‘

＝267,,奉力V=12節,"=16,400,噸として
"(16,4002/a×123)/267=4,00016H.P.

Spetiiicengine/weight=5,51.H.P.(@tOn
ofengineweight)"とし即ち4,0005.5=730噸

となるのである。そして上記の排水童並に各種
係数は鋼船に於ては總て肋ouldeddinlensiO-

nsを取って居るので,ApPendage排水量一

執はmouldeddisplacem.ntの約1%－－
はMargin(餘裕）として取って置<o本例で

ば,この排水量は164噸で,恰産吃水3吋の
排水量に當る参である。

猫ぼ参考のため，同書所載の重心位置表（第
(へ)表)並に，メタセンター(GJI")算出時に

要爺るWaterplanearea@mom冒或of.in-
ertiaを簡軍に概算するための係数fの表（第

(と)表）を韓載して置いた。

第（へ）表各種船舶重心位置表

’値

港内小蒸汽船;税關,水上警察用小艇．65～670

動力付き快遊帆船、65

蒸汽怪遊船、70

全横帆装帆船，69‐.71

遮浪船型定期貨客船、60～.65

高速航洋定期客船、、56--.58
〆

遮浪船型貨物船，戸′′
一

三層甲板三島型貨物船′、54～.56

第(と)表WaterPlaneの慣性モーメント(I)
p-1b

のCoeificient(f)表

L×B3×f=I

.Cz"jCz"'i

，･印.02250676､04966

・52’.02383r』..78,．、052"
・54、02540、80、05500

・56一、02710、82，05783
F､

・58、、02910、84．．、06075,

．釦・03100、86、06341

.62..03300、88、06625

・64、03500、’、90、06900

.66、937331．92、07200

.68、03955．、94〆．．07500

.70，04200′、96、07833

、720.4500。98＝、08050
、74、04709

4P
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佐世保船舶工株式業會識
本載東京都中央区日本橘室町2の’（三井新鮒内）

電話p本橋(24)43234725

工堵佐世保市元工廠的餓話佐世保(代表)4～8
大阪邪跨所（北演詐ピノ､,)PIj司事務厨（桟橘郵船ピル,）
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